
【
要
旨
】

『
南
行
集
』
は
、
北
宋
期
の
蘇
洵
と
そ
の
二
人
の
息
子
の
蘇
軾
・
蘇
轍
と
が
、
北
宋
仁

宗
嘉
祐
四
年
（
一
〇
五
九
）
に
、
故
郷
の
眉
州
眉
山
縣
か
ら
首
都

�京
へ
向
か
っ
た
旅
の

前
半
の
、
江
陵
ま
で
の
船
旅
の
な
か
で
制
作
し
た
詩
文
を
集
め
て
い
る
。
『
南
行
集
』
の

体
裁
は
、
中
唐
期
の
白
居
易
ら
を
継
承
し
て
北
宋
初
期
か
ら
編
ま
れ
て
き
た
、
応
酬
詩
集

の
形
式
を
踏
襲
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
蘇
軾
「
南
行
前
集
叙
」
は
、
内
面

の
自
由
な
発
露
の
結
果
と
し
て
の
文
学
表
現
を
評
価
す
る
態
度
を
強
調
す
る
が
、
こ
れ
に

は
、
歐
陽
脩
が
「
與
樂
秀
才
第
一
書
」
等
で
展
開
す
る
、
当
時
流
行
の
詩
風
に
対
し
て
、

言
葉
を
た
く
み
に
用
い
て
華
や
か
に
表
現
し
て
は
い
る
が
、
内
側
に
充
満
し
た
も
の
が
十

分
で
は
な
い
と
批
判
す
る
態
度
と
類
似
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
等
の
旅
す
る
嘉
州
か

ら
峽
州
に
至
る
各
地
は
、
少
数
民
族
と
漢
族
と
の
雑
居
地
域
も
し
く
は
異
民
族
居
住
地
域

で
あ
り
、
漢
族
居
住
地
域
と
は
異
な
っ
た
風
俗
を
持
っ
て
い
る
。
蘇
軾
は
当
時
の
漢
族
の

知
識
人
が
一
般
的
に
抱
く
よ
う
な
違
和
感
を
含
ん
で
そ
れ
ら
を
観
察
し
て
い
る
が
、
「
夜

泊
牛
口
」
詩
で
は
、
居
住
民
の
状
況
と
対
峙
す
る
こ
と
を
、
か
え
っ
て
現
在
お
よ
び
今
後

の
自
分
の
あ
り
方
を
振
り
返
り
、
あ
る
べ
き
生
き
方
を
自
問
す
る
契
機
と
し
て
表
現
し
、

ま
た
「
舟
中
聽
大
人
彈
琴
」
詩
で
は
、
琴
を
そ
の
象
徴
的
な
対
象
と
し
て
、
知
識
人
の
正

統
の
継
承
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
『
南
行
集
』
の
な
か
で
、
蘇
軾
は
先
人

の
詩
体
を
模
倣
す
る
詩
を
と
し
て
「
江
上
値
雪
、
效
歐
陽
體
…
」
詩
を
制
作
し
て
い
る
。

こ
の
詩
は
、
歐
陽
脩
「
雪
」
詩
の
方
法
を
模
倣
し
、
従
来
の
詠
「
雪
」
詩
の
発
想
か
ら
脱

し
た
、
新
し
い
表
現
を
模
索
し
て
い
る
が
、
歐
陽
脩
が
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
る
詩
を
多

作
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
蘇
軾
詩
の
言
う
「
歐
陽
體
」
は
、
歐
陽
脩
に
固
有
の
詩
体

と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
歐
陽
脩
の
用
い
て
い
る
方
法
・
ス
タ
イ
ル
ほ
ど
の
意
と
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
、
峽
州
は
、
か
つ
て
歐
陽
脩
が
左
遷
さ
れ
て
い
た
土
地
で
あ
り
、
こ
の
地
で

の
蘇
軾
は
、
当
時
の
歐
陽
脩
の
作
品
を
多
分
に
意
識
し
て
作
詩
し
て
い
る
。
特
に
「
夷
陵

縣
歐
陽
永
叔
至
喜
堂
」
詩
で
は
、
歐
陽
脩
に
在
任
当
時
の
詩
文
に
描
い
て
い
た
様
々
な
も

の
の
現
況
を
報
告
し
、
彼
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

蘇
軾
が
詩
中
で
峽
州
を
粗
野
な
土
地
と
し
て
描
か
な
い
の
も
、
歐
陽
脩
が
当
地
に
滞
在
し

た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
峽
州
で
の
、
歐
陽
脩
を
濃
厚
に
意

識
す
る
そ
れ
ら
諸
々
の
作
品
は
、
こ
の
『
南
行
集
』
全
体
が
、
歐
陽
脩
が
読
む
こ
と
を
想

定
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
叙
」
で
展
開
さ
れ

る
文
学
観
が
歐
陽
脩
ら
の
発
想
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
傚
歐
陽
體
」
詩

を
制
作
し
て
い
る
こ
と
と
も
、
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
『
南
行
集
』
は
、

親
子
の
旅
の
報
告
と
し
て
、
彼
に
届
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

は
じ
め
に

『
南
行
集
』
は
、
蘇
洵
（
一
〇
〇
九
―
一
〇
六
六
）
と
そ
の
二
人
の
息
子
の
蘇
軾

（
一
〇
三
六
―
一
一
〇
一
）・
蘇
轍
（
一
〇

三
九
―
一
一
一
二
）
と
が
、
妻
・
母
程
氏

の
喪
が
明
け
た
北
宋
仁
宗
嘉
祐
四
年
（
一
〇
五
九
）
に
、
故
郷
の
眉
州
眉
山
縣
（
現

四
川
省
眉
山
縣
）
か
ら
首
都

�京
（
現
河
南
省
開
封
市
）
へ
向
か
っ
た
旅
の
前
半
の
、

江
陵
（
現
湖
北
省
沙
市
市
西
方
）
ま
で
の
船
旅
の
な
か
で
制
作
し
た
詩
文
を
集
め
た

も
の
で
あ
る
。

孔
凡

禮
氏
『
蘇
軾
年

譜
』

巻
三
「
嘉
祐
四
年
」
、
な
ら
び
に

巻
四

「
嘉
祐
五
年
」（
中
華
書
局
一
九
九
八
年
）
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
父
子
は
十
月
四
日

あ
る
い
は
五
日
に
眉
州
を
出
発
し
、
長
江
を
下
っ
て
十
二
月
初
め
に
江
陵
に
到
着
、
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年
が
明
け
た
正
月
五
日
に
江
陵
を
出
発
し
、
こ
こ
か
ら
は
陸
行
し
て
二
月
十
五
日
に

�京
に
到
着
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
『
南
行
集
』
に
付
さ
れ
た
「
叙
」
の
末
尾
に
は

「
時
十
二
月
八
日
江
陵
驛
書
。」
の
記
述
が
あ
る
の
で
、
同
集
に
収
録
さ
れ
た
詩
文
は
、

嘉
祐
四
年
の
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
の
二
ヵ
月
間
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

多
く
の
宋
代
詩
文
の
な
か
で
も
、
特
に
蘇
軾
の
詩
文
に
つ
い
て
は
、
長
い
年
月
に

わ
た
り
、
歴
代
の
注
釈
者
・
研
究
者
に
よ
っ
て
多
く
の
検
討
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
来

た
が
、
そ
の
詩
文
制
作
の
最
初
期
に
あ
た
る
『
南
行
集
』
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
対

象
と
さ
れ
た
こ
と
が
比
較
的
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
集
に
収
め

ら
れ
た
詩
の
多
く
が
、
宋
刊
本
の
現
存
す
る
『
東
坡
集
』
の
『
前
集
』
『
後
集
』
に

は
収
録
さ
れ
ず
、
明
代
以
降
の
テ
ク
ス
ト
し
か
伝
わ
ら
な
い
『
續
集
』
あ
る
い
は

『
外
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
若
年
期
の
習
作
的
な
作
品
群
と
見
な
さ

れ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
名
所
詠
を
多
く
含
む
旅
の
記
録
で
あ
る
た
め
、
特
定
の
テ
ー

マ
に
結
び
つ
い
て
い
く
よ
う
な
深
い
内
容
を
持
ち
に
く
い
こ
と
、
等
の
理
由
に
よ
る

も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
長
い
生
涯
を
通
じ
て
詩
文
を
制
作

し
続
け
た
蘇
軾
の
文
学
の
全
体
像
を
考
え
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
習
作
期
の
作
品
で

あ
る
と
し
て
も
、
原
初
の
詩
文
制
作
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
意
義

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
『
南
行
集
』
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か

ら
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
収
録
さ
れ
た
蘇
軾
の
作

品
の
属
性
や
そ
の
表
現
を
手
が
か
り
と
し
て
、
『
南
行
集
』
と
い
う
集
の
持
つ
ひ
と

つ
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
『
南
行
集
』
と
そ
の
「
叙
」

元
・
脱
脱
等
撰
『
宋
史
』
巻
二
百
八
藝
文
志
七
集
類
別
集
類
（
中
華
書
局
本
）
に

著
録
さ
れ
る
蘇
軾
の
別
集
は
、
『
前
後
集
』
七
十
巻
、『
奏
議
』
十
五
巻
、『
補
遺
』
三

巻
、
『
南
征
集
』
一
巻
、
『
詞
』
一
巻
、
『
南
省
説
書
』
一
巻
、
『
應
詔
集
』
十
巻
、

『
内
外
制
』
十
三
巻
、
『
別
集
』
四
十
六
巻
、
『
黄
州
集
』
二
巻
、
『
續
集
』
二
巻
、

『
和
陶
詩
』
四
巻
、
『
北
歸
集
』
六
巻
、
『

�耳
手
澤
』
一
巻
、
お
よ
び
『
年
譜
』
一

巻
（
王
宗
稷
編
）
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
宋
代
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
『
東
坡
七

集
』
（
『
前
集
』
四
十
巻
、
『
後
集
』
二
十
巻
、
『
奏
議
』
十
五
巻
、
『
内
制
』
十
巻
、

『
外
制
』
三
巻
、
『
和
陶
詩
』
四
巻
、
『
應
詔
集
』
十
巻
）
の
他
に
、
詩
文
集
と
し
て

『
南
征
集
』
、
『
黄
州
集
』
、
『
北
歸
集
』
と
い
っ
た
、
あ
る
特
定
の
時
期
の
作
品
の
み
を

集
め
た
テ
ク
ス
ト
が
存
在
し
、
全
体
と
し
て
は
、
清
の
紀
昀
が
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』

巻
一
百
五
十
四
で
評
し
て
い
る
よ
う
に
、「
名
目
頗
爲
叢
碎
」（
名
目
頗
る
叢
碎
爲
り
）

と
い
う
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
な
お
、
劉
尚
榮
氏
が
「《
東
坡
外
集
》
雜
考
」

の
、
二
、
《
外
集
》
淵
源
考
述
（
蘇
軾
著
作
版
本

論
叢

巴
蜀
書
社

一
九
八
八
年
）

で
「

�征

�乃

�行

�字
的
形
近
而
訛
。
」
（
「
征
」
は
「
行
」
と
形
が
近
似
し
て
い
る

の
で
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
『
南
征
集
』
と
記

さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
本
稿
で
言
う
『
南
行
集
』
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
集
の
名
称
と
な
っ
て
い
る
「
南
行
」、
つ
ま
り
南
方
へ
の
旅
と
い
う
言
葉
は
、

収
録
作
品
の
な
か
で
は
、
次
に
示
す
蘇
轍
「
初
發
嘉
州
」
詩
（
欒
城
集
巻
一
四
部

叢
刊
本
以
下
同
）
の
末
尾
部
分
に
現
れ
て
い
る
。

余
今
方
南
行

余
今
方
に
南
行
し

朝
夕
事
鳴

�

朝
夕
鳴

�を
事
と
す

至
楚
不
復
留

楚
に
至
れ
ば
復
た
留
ら
ず

上
馬
千
里
去

馬
に
上
り
て
千
里
去
く

誰
能
居
深
山

誰
か
能
く
深
山
に
居
し

永
與
禽
獸
伍

永
く
禽
獸
と
伍
と
な
ら
ん
や

此
事
誰
是
非

此
の
事

誰
か
是
非
せ
ん
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行
行
重
回
顧

行
き
行
き
て
重
ね
て
回
顧
せ
ん

引
用
箇
所
一
句
目
に
あ
る
「
南
行
」
は
、
こ
の
旅
が
、
最
初
は
岷
江
を
南
方
に
向

け
て
下
る
も
の
の
、
そ
の
後
は
長
江
を
下
る
東
へ
の
移
動
を
主
と
す
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
彼
ら
が
こ
の
旅
の
全
体
を
南
へ
の
旅
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

続
く
二
句
目
か
ら
四
句
目
で
は
、
途
中
の
「
楚
」
（
長
江
中
流
の
現
湖
北
省
一
帯
）

ま
で
は
船
旅
で
、
そ
こ
か
ら
は
陸
上
を
馬
に
乗
っ
て
、
彼
方
の

�京
を
目
指
す
と
い

う
旅
程
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
『
南
行
集
』
に
収
め
ら
れ
た
蘇
轍
の
詩
に
は
、
説

明
的
な
表
現
が
多
く
内
容
が
散
文
的
に
な
り
が
ち
で
あ
る
と
い
う
傾
向
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
引
用
箇
所
の
よ
う
に
、
そ
の
た
め
に
か
え
っ
て
作
詩
の
背
景
や

状
況
を
教
え
て
く
れ
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
先
に
見
た
『
宋
史
』
藝
文
志
に
著
録

さ
れ
る
『
南
征
集
』
と
い
う
書
名
な
ら
ば
、
場
所
が
ら
か
ら
言
っ
て
、
『
楚
辭
』
屈

原
「
離
騒
」
（
王
逸
『
楚
辭
章
句
』
）
の
「
濟

�湘
以
南
征
兮
、
就
重
華
而
陳
辭
。
」

（

�湘
を
濟
り
て
以
て
南
征
し
、
重
華
に
就
き
て
辭
を
陳
ぬ
。）
を
踏
ま
え
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
『
南
行
集
』
に
は
、
蘇
軾
に
よ
る
「
南
行
前
集
叙
」
（
東
坡
集
巻
二
十
四

古
典
研
究
會
叢
書
漢
籍
之
部
第
十
六
巻
汲
古
書
院
一
九
九
一
年
）
が
付
さ
れ

て
い
る
。
蘇
軾
の
、
あ
る
特
定
の
時
期
の
作
品
の
み
を
集
め
た
詩
文
集
で
、
叙
が
伝

わ
っ
て
い
る
の
は
こ
の
『
南
行
集
』
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
『
東
坡
集
』
は
こ
の
叙

の
題
を
「
南
行
前
集
叙
」
と
し
て
い
る
が
、
宋
・
郎
嘩
選
註
『
經
進
東
坡
文
集
事
略
』

巻
五
十
六
（
四
部
叢
刊
本
）
所
収
の
同
じ
文
章
は
、
「
江
行
唱
和
集
叙
」
と
題
し
て

お
り
、『
江
行
唱
和
集
』
と
い
う
書
名
で
も
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。「
江
行

唱
和
集
」
、
つ
ま
り
長
江
の
旅
で
の
唱
和
集
と
い
う
書
名
な
ら
ば
、
北
宋
初
期
以
降

に
編
ま
れ
た
、
白
体
の
李
昉
（
九
二
五
―
九
九
六
）・
李
至
（
九
四
七
―
一
〇
〇
一
）

の
『
二
李
唱
和
集
』
（
李
昉
「
二
李
唱
和
集
序
」
（
『
全
宋
文
』
巻
四
十
五

巴
蜀
書

社
一
九
八
八
年
）
に
は
、
中
唐
期
の
劉
禹
錫
・
白
居
易
の
『
劉
白
唱
和
集
』
へ
の

言
及
が
あ
る
。
）
、
西
崑
体
の
楊
億
（
九
七
四
―
一
〇
二
〇
）
・
錢
惟
演
（
九
六
二
―

一
〇
三
四
）・
劉

�（
九
七
一
―
一
〇
三
一
）
ら
に
よ
る
『
西
崑
酬
唱
集
』、
及
び
嘉

祐
二
年
（
一
〇
五
七
）
の
貢
挙
の
際
に
歐
陽
脩
ら
担
当
官
た
ち
が
唱
和
し
た
『
禮
部

唱
和
詩
』
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
同
様
の
形
式
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

す
だ
ろ
う
。
な
お
、
蘇
轍
「
次
韻
姚
孝
孫

判
官
見
還
岐
梁
唱
和
詩
集
」
詩
（
欒
城
集

巻
三
）
に
「
伯
氏
文
章
豈
敢
知
、
岐
梁
偶

有
往
還
詩
。
自
憐
兄
力
能
兼
弟
、
誰
肯

�

終
不
聽

�。」（
伯
氏
の
文
章

豈
に
敢
へ
て
知
ら
ん
や
、
岐
梁

偶
た
ま
た
ま

往
還
詩
有
り
。

自
ら
憐
む

兄
の
力
の
能
く
弟
を
兼
ぬ
る
を
、
誰
か

�終
は
り
て

�を
聽
か
ざ
る
を

肯
ぜ
ん
。
）
と
あ
り
、
こ
の
『
南
行
集
』
の
唱
和
の
二
年
後
の
嘉
祐
六
年
（
一
〇
六

一
）
か
ら

治
平

元
年
（
一
〇
六
四
）
の
時
期
に
、

鳳
翔

府
簽
書

判
官
と
し
て

岐
州

（
北
宋

鳳
翔

府
の
唐

代
の
名
。
現

陝
西
省

鳳
翔

縣
）
に

在
任
し
て
い
た
蘇
軾
と
、

梁

州
（
北
宋

�京
の
古
名
。
現
河
南
省
開
封

縣
）
に
滞
在
し
て
い
た
蘇
轍
と
の
間
で
応

酬
さ
れ
た
詩
文
が
、
『

岐
梁
唱
和
詩
集
』
と
い
う
書
名
で
編
集
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
こ
の
『
南
行
集
』
の
体
裁
は
、
中
唐
期
の
白
居

易
ら
を
継
承
し
て
北
宋
初
期
か
ら
編
ま
れ
て
き
た
、
応
酬
詩
集
と
い
う
形
式
を
踏
襲

し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
こ
の
叙
の
題
中
の
「
前
」
と
い
う
文
字
に
つ
い
て
は
、
そ
の
示
す
と
こ
ろ
は

明
ら
か
で
は
な
い
。
あ
る
い
は

�京
へ
の
旅
の
前
半
の
江
陵
ま
で
の
作
品
を
集
め
る
、

の
意
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
別
に
『
南
行
後
集
』

の
存
在
を
示
す
資
料
は
未
見
で
あ
る
。

で
は
、
次
に
こ
の
「
南
行
前
集
叙
」
の
全
文
を
見
て
み
よ
う
。

夫
昔
之
爲
文
者
、
非
能
爲
之
爲
工
、
乃
不
能
不
爲
之
爲
工
也
。
山
川
之
有
雲
、

草
木
之
有
華
實
、
充
滿
勃
欝
而
見
於
外
、
夫
雖
欲
無
有
其
可
得
耶
。
自
少
聞
家

君
之
論
文
、
以
爲
古
之
聖
人
有
所
不
能
自
已
而
作
者
。
故
軾
與
弟
轍
爲
文
至
多

而
未
嘗
敢
有
作
文
之
意
。
己
亥
之
歳
、
侍
行
適
楚
、
舟
中
無
事
、
博
奕
飲
酒
非
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所
以
爲
閨
門
之
歡
、
而
山
川
之
秀
美
、
風
俗
之
朴
陋
、
賢
人
君
子
之
遺
跡
、
與

凡
耳
目
之
所
接
者
、
雜
然
有
觸
於
中
、
而
發
於
咏
歎
。
蓋
家
君
之
作
與
弟
轍
之

文
皆
在
、
凡
一
百
篇
、
謂
之
『
南
行
集
』
。
將
以
識
一
時
之
事
、
爲
他
日
之
所

尋
繹
、
且
以
爲
得
於
談
笑
之
間
、
而
非
勉
強
所
爲
之
文
也
。
時
十
二
月
八
日
江

陵
驛
書
。

夫
れ
昔
の
文
を
爲
る
者
は
、
能
く
之
を
爲
し
て
工
爲
る
に
非
ず
、
乃
ち
之
を
爲

さ
ざ
る
能
は
ず
し
て
工
爲
る
な
り
。
山
川
の
雲
有
り
、
草
木
の
華
實
有
る
は
、

充
滿
勃
欝
と
し
て
外
に
見
は
れ
、
夫
れ
其
れ
有
る
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
と
雖

も
得
べ
き
や
。
少
き
よ
り
家
君
の
文
を
論
ず
る
を
聞
き
、
以
爲
く
古
の
聖
人
は

自
ら
已
む
能
は
ざ
る
所
有
り
て
作
る
者
な
り
と
。
故
に
軾
と
弟
轍
と
文
を
爲
る

こ
と
多
き
に
至
り
て
未
だ
嘗
て
敢
へ
て
作
文
の
意
有
ら
ず
。
己
亥
の
歳
、
行
に

侍
り
て
楚
に
適
き
、
舟
中
無
事
に
し
て
、
博
奕
飲
酒
は
閨
門
の
歡
を
爲
す
所
以

に
非
ず
、
而
し
て
山
川
の
秀
美
、
風
俗
の
朴
陋
、
賢
人
君
子
の
遺
跡
、
凡
そ
耳

目
の
接
す
る
所
の
者
と
、
雜
然
と
し
て
中
に
觸
る
る
有
り
、
而
し
て
咏
歎
に
發

す
。
蓋
し
家
君
の
作
と
弟
轍
の
文
と
皆
な
在
り
、
凡
そ
一
百
篇
、
之
を
『
南
行

集
』
と
謂
ふ
。
將
に
一
時
の
事
を
識
る
を
以
て
、
他
日
の
尋
繹
す
る
所
と
爲
し
、

且
つ
以
爲
ら
く
談
笑
の
間
に
得
、
勉
強
し
て
爲
る
所
の
文
に
非
ざ
る
な
り
と
。

時
に
十
二
月
八
日
江
陵
驛
に
書
す
。

收
録
作
品
数
に
つ
い
て
、
こ
の
「
叙
」
に
は
「
凡
一
百
篇
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

現
存
し
て
い
る
詩
文
は
、
孔
凡
禮
氏
『
蘇
軾
年
譜
』
巻
三
の
考
証
に
よ
っ
て
整
理
す

る
と
、
蘇
軾
の
詩
四
十
四
首
（
清
・
馮
應
榴
『
蘇
文
忠
公
詩
合
註
』
巻
一
中
文
出

版
社

一
九
七
九
年

所
収
。
以
下
で
は
『
合
註
』
と
略
称
す
る
。
）
・
賦
二
首

（『
東
坡
集
』
巻
十
九
所
収
。）、
蘇
轍
の
詩
二
十
四
首
（
う
ち
二
十
二
首
は
『
欒
城
集
』

巻
一
所
収
。
）
・
賦
二
首
（
『
同
』
巻
十
七
所
収
。
）
、
蘇
洵
の
詩
十
首
（
曾
棗
荘
・
金

成
禮
箋
註
『
嘉
祐
集
箋
註
』
佚
詩
上
海
古
籍
出
版
社
中
國
古
典
文
學
叢
書
一

九
九
三
年
所
収
。
）
の
、
計
八
十
二
首
で
あ
り
、
八
割
以
上
が
現
存
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

こ
の
「
叙
」
で
展
開
さ
れ
る
詩
文
論
の
眼
目
は
、
人
の
内
面
の
充
実
の
発
露
と
し

て
の
文
章
を
、
文
章
制
作
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
肯
定
し
、
自
分
た
ち
の
制
作
し
た

詩
文
が
、「
勉
強
」（
無
理
強
い
）
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な

充
実
の
自
然
な
発
露
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
に

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
自
然
で
自
由
な
文
章
制
作
を
理
想
と
す
る
考
え
方
は
、
他
に
蘇

軾
「
文
説
」（『

經
進
東
坡
文
集
事
略
』
巻
五
十
七
）
の
、
自
ら
の
文
章
制
作
を
、
泉

か
ら
湧
き
出
す
豊
か
な
水
に
た
と
え
る
「
吾
文
如
萬
斛
泉
源
、
不
擇
地
而
出
、
在
平

地
滔
滔
汨
汨
、
雖
一
日
千
里
無
難
。」（

吾
が
文
は
萬
斛
の
泉
源
の
如
く
、
地
を
擇
ば

ず
し
て
出
で
、
平
地
に
在
り
て
は
滔
滔
汨
汨
と
し
て
、
一
日
千
里
と
雖
も
難
き
こ
と

無
し
。
）

等
に
も

反
映
さ
れ
て

お
り
、
蘇
軾
の
生

涯
を

通
し
て

継
承
さ
れ
て
い
く
も

の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
内
面
の
自
由
な

発
露
の
結
果
と
し
て
の
文
学
表
現
を
評
価
す
る
態
度
に
は
、
歐
陽
脩
が
、
た
と
え
ば

「
與
樂
秀
才
第
一
書
」（

居
士
外
集
巻
十
九
四
部
叢
刊
本
）
で
「
今
之
學
者
」
の
文

章
表
現
の
態
度
に
関
し
て
、

不
務
深
講
而
篤
信
之
、
徒
巧
其
詞
以
爲
華
、
張
其
言
以
爲
大
。
夫
強
爲
則
用
力

艱
、
用
力
艱
則
有
限
、
有
限
則
易
竭
。
又
其
爲
辭
、
不
規
模
於
前
人
、
則
必
屈

曲
變
態
、
以
隨
時
俗
之
所
好
、
鮮
克
自
立
。
此
其
充
於
中
者
不
足
而
莫
自
知
其

所
守
也
。

深
く
講
し
て
之
を
篤
く
信
ず
る
に
務

め
ず
、
徒
に
其
の
詞
を
巧
み
に
し
て
以
て

華
を
爲
し
、
其
の
言
を
張
り
て
以
て

大
を
爲
す
。
夫
れ
強
ひ
て
爲
せ
ば
則
ち
力

を
用
ふ
る
こ
と
艱
く
、
力
を
用
ふ
る
こ
と
艱
け
れ
ば
則
ち
限
り
有
り
、
限
り
有

れ
ば
則
ち
竭
き
易
し
。
又
た
其
の
辭
を
爲
す
に
、
前
人
に
規
模
せ
ず
、
則
ち
必

ず
屈
曲
變
態
し
て
、
以
て
時
俗
の
好
む
所
に
隨
ひ
、
克
く
自
立
す
る
こ
と
鮮
な
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し
。
此
れ
其
の
中
に
充
て
る
者
足
ら
ず
し
て
自
ら
其
の
守
る
所
を
知
る
こ
と
莫

き
な
り
。

と
、
そ
の
言
葉
を
た
く
み
に
用
い
て
華
や
か
に
表
現
し
、
時
代
の
風
俗
を
追
い
か
け

る
ば
か
り
で
自
立
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
内
側
に
充
満
し
た
も
の
が
十
分
で
は
な
く
、

自
分
の
守
る
も
の
が
分
か
ら
な
い
有
様
を
批
判
す
る
態
度
と
の
近
似
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
蘇
軾
が
こ
の
「
叙
」
で
自
分
た
ち
の
詩
文
制
作
が
、
「
勉
強
」

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
内
面
の
自
由
な
発
露
の
結
果
生
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

強
調
す
る
の
は
、
当
時
の
そ
の
よ
う
な
新
し
い
思
潮
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

二
嘉
州
か
ら
萬
州
ま
で
の
詩
作

眉
州
を
出
発
し
た
父
子
は
、
岷
江
・
長
江
を
下
流
へ
と
航
行
し
、
嘉
州
・
戎
州
・

瀘
州
・
渝
州
・
恭
州
・

�州
・
忠
州
・
萬
州
・

�州
・
歸
州
・
峽
州
を
経
て
、
江
陵

府
へ
向
か
っ
た
。
こ
こ
で
、
彼
ら
が
航
行
し
た
土
地
が
ど
の
よ
う
な
所
で
あ
っ
た
の

か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
の
旅
よ
り
前
に
成
立
し
て
い
た
樂
史
（
九
三
〇
―
一
〇

〇
七
）『
太
平
寰
宇
記
』（
中
華
書
局
中
國
古
代
地
理
總
志
叢
刊
王
文
楚
等
點
校

二
〇
〇
七
年
）
の
記
述
に
よ
る
と
、
彼
等
の
故
郷
で
あ
る
眉
州
に
つ
い
て
は
、
巻

七
十
四
「
劍
南
西
道
三
眉
州
」
に
、
風
俗
に
つ
い
て
は
、「
同
成
都
府
。」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
「
土
産
」（
特
産
品
）
と
し
て
「
麩
金
（
砂
金
）・

�米
・
茶
」
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
旅
よ
り
後
の
元
豐
三
年
（
一
〇
八
〇
）
成
立
の
王

存
（
生
卒
年
未
詳
）『
元
豐
九
域
志
』（
中
華
書
局
中
國
古
代
地
理
總
志
叢
刊
王

文
楚
・
魏
嵩
山
點
校

一
九
八
四
年
）
巻
七
「
成
都
府
路
」
は
、
「
上
、
眉
州
、
通

義
郡
、
防
禦
。
（
至
道
二
年
升
防
禦
。
治
眉
山
縣
。
）
」
と
記
し
、
ま
た
彼
等
の
出
身

地
で
あ
る
眉
山
縣
に
つ
い
て
は
、
「
望
」
縣
と
し
て
い
る
の
で
、
北
宋
中
期
の
眉
州

及
び
眉
山
縣
は
、
上
州
・
望
縣
に
格
付
け
さ
れ
る
豊
か
な
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
蘇
洵
父
子
が
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
故
郷
の
環
境
は
、
そ
れ
な
り
に
豊
か
で
落

ち
着
い
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
樂
史
『
太
平
寰
宇
記
』
は
、
父
子
が
通
過
し
た
諸
地
の
風
俗
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
土
地
を
挙
げ
る
と
資
料
が
大
量
に
な
る
の
で
、

以
下
で
は
特
徴
的
な
記
述
の
い
く
つ
か
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

州
民
與
夷

�錯
居
、
華
人
其
風
尚
侈
、
其
俗
好
文
。
夷
人
椎
髻
跣
足
、
短
衣
左

袵
、
酷
信
鬼
神
、
以
竹
木
爲
樓
居
、

禮
義
不
能
化
、
法
律
不
能
拘
。

州
民
夷

�と
錯
居
し
、
華
人
其
の
風

侈
を
尚
び
、
其
の
俗
文
を
好
む
。

夷
人

椎
髻
跣
足
に
し
て
、
短
衣
左

袵
し
、
酷
だ
鬼
神
を
信
じ
、
竹
木
を
以
て

樓
居
を
爲
し
、
禮
義
も
化
す
る
能
は
ず
、
法
律
も
拘
す
る
能
は
ず
。

（
巻
七
十
四
劍
南
西
道
三
嘉
州
）

其
土
有
四
族
。
黎
・

�・
虞
・
牟
。
夷
夏
雜
居
、
風
俗
各
異
。
其
蠻

�之
類
、

不
識
文
字
、
不
知
禮
教
、
言
語
不
通
、
嗜
慾
不
同
。
椎
髻
跣
足
、
鑿
齒
穿
耳
、

衣
緋
布
・
羊
皮
・
莎
草
、
以
鬼
神
爲
徴
驗
、
以
殺
傷
爲
戲
笑
。
少
壮
爲
上
、
衰

老
爲
下
、
男
女
無
別
、
山
岡
是
居
。

其
の
土
四
族
有
り
。
黎
・

�・
虞
・
牟
な
り
。
夷
夏
雜
居
し
、
風
俗
各
お
の

異
に
す
。
其
の
蠻

�の
類
は
、
文
字
を
識
ら
ず
、
禮
教
を
知
ら
ず
、
言
語
通

ぜ
ず
、
嗜
慾
同
じ
か
ら
ず
。
椎
髻

跣
足
に
し
て
、
鑿
齒
穿
耳
し
、
緋
布
・
羊

皮
・
莎
草
を
衣
と
し
、
鬼
神
を
以
て
徴
驗
と
爲
し
、
殺
傷
を
以
て
戲
笑
と
爲
す
。

少
壮
を
上
と
爲
し
、
衰
老
を
下
と
爲
し
、
男
女

別
く
る
こ
と
無
く
、
山
岡
是

れ
居
な
り
。

（
巻
七
十
九
劍
南
西
道
八
戎
州
）

地
無
桑
麻
、
毎
歳
畭
田
、
刀
耕
火
種
。
其
夷

�則
與
漢
不
同
、
性
多
獷
戻
而
又

湯浅陽子 『南行集』考

二二九九



好
淫
祠
、
巣
居
巖
谷
、
因
險
憑
高
、
著
班
布
、
撃
銅
鼓
、
弄
鞘
刀
。
男
則
露
髻

跣
足
、
女
則
椎
髻
横
裙
。
夫
亡
、
婦
不
歸
家
、
葬
之
崖
穴
。
刻
木
爲
契
、
刺
血

爲
信
、
銜
冤
則
累
代
相
酬
、
乏
用
則
鬻
賣
男
女
。
其
習
俗
如
此
。

地
に
桑
麻
無
く
、
毎
歳
畭
田
す
る
に
、
刀
耕
火
種
す
。
其
れ
夷

�な
れ
ば
則
ち

漢
と
同
じ
か
ら
ず
、
性
獷
戻
多
く
し
て
又
た
淫
祠
を
好
み
、
巖
谷
に
巣
居
す

る
に
、
險
し
き
に
因
り
高
き
に
憑
り
、
班
布
を
著
け
、
銅
鼓
を
撃
ち
、
鞘
刀
を

弄
す
。
男
な
れ
ば
則
ち
露
髻
跣
足
し
、
女
な
れ
ば
則
ち
椎
髻
横
裙
す
。
夫
亡
す

る
に
、
婦
家
に
歸
ら
ず
、
之
を
崖
穴
に
葬
す
。
木
を
刻
み
て
契
と
爲
し
、
血

を
刺
し
て
信
と
爲
し
、
冤
を
銜
す
れ
ば
則
ち
累
代
相
ひ
酬
い
、
用
を
乏
し
く
す

れ
ば
則
ち
男
女
を
鬻
ぐ
。
其
の
習
俗
此
く
の
如
し
。

（
巻
八
十
八
劍
南
東
道
七
瀘
州
）

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
は
、
嘉
州
（
現
四
川
省
樂
山
市
）
・
戎
州
（
現
四
川
省
宜
賓

市
）
に
お
い
て
は
、
少
数
民
族
と
漢
族
と
が
雑
居
す
る
状
態
に
あ
り
、
異
民
族
（
夷

�）
居
住
地
帯
で
あ
る
瀘
州
を
含
め
て
、
漢
族
以
外
の
人
々
は
文
字
や
儒
教
の
礼
教

を
知
ら
ず
、
言
語
は
通
じ
ず
、
嗜
好
や
身
な
り
、
ま
た
宗
教
、
社
会
の
倫
理
や
価
値

観
も
漢
族
の
も
の
と
は
大
い
に
異
な
る
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
、

�州
（
現
四
川
省
奉
節
縣
）
・
歸
州
（
現
湖
北
省

�歸
縣
）
の
風
俗
に
つ

い
て
、『
太
平
寰
宇
記
』
巻
一
百
四
十
八
「
山
南
東
道
七
」
の
「

�州
」「
歸
州
」
は
、

い
ず
れ
も
「
同
峽
州
。」
と
記
し
、「
峽
州
」
の
風
俗
に
つ
い
て
は
、

楚
之
俗
、
剽
悍
巧
猾
。『
管
子
』
曰
、「
水
弱
而
清
、
其
民
輕
果
而
好
詐
」
是
也
。

士
女
事
麻
楮
、
不
事
蠶
桑
、
男
子
刀
耕
火
種
、
不
知
文
學
。
其
信
巫
鬼
、
重
淫

祀
、
與
蜀
同
風
。

楚
の
俗
、
剽
悍
巧
猾
た
り
。『
管
子
』
に
、「
水
弱
く
し
て
清
く
、
其
の
民

果
を
輕
ん
じ
て
詐
を
好
む
」
と
曰
ふ
は
是
れ
な
り
。
士
女
麻
楮
を
事
と
し
、

蠶
桑
を
事
と
せ
ず
、
男
子
は
刀
耕
火
種
し
、
文
學
を
知
ら
ず
。
其
れ
巫
鬼
を
信

じ
、
淫
祀
を
重
ん
じ
、
蜀
と
風
を
同
じ
く
す
。

（
巻
一
百
四
十
七
山
南
東
道
六
峽
州
）

と
記
し
て
い
る
。
『
太
平
寰
宇
記
』
の
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
は
、
嘉
州
か
ら
峽
州
に

至
る
各
地
が
、
少
数
民
族
と
漢
族
と
の
雑
居
地
域
も
し
く
は
異
民
族
居
住
地
域
で
あ

り
、
漢
族
の
居
住
地
域
と
は
異
な
っ
た
風
俗
を
持
っ
て
い
た
状
況
を
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

で
は
こ
の
よ
う
な
各
地
の
風
俗
に
対
し
て
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
に
反
応
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
例
と
し
て
、
蘇
軾
が
戎
州
牛
口
（
現
四
川
省
宜
賓
市
付
近
）
で
制
作

し
た
「
夜
泊
牛
口
」
詩
（
夜
牛
口
に
泊
す
（
合
註
巻
一
）
を
見
て
み
よ
う
。

日
落
紅
霧
生

日
落
ち

紅
霧
生
じ

�舟
宿
牛
口

舟
を

�ぎ
て
牛
口
に
宿
る

居
民
偶
相
聚

居
民

偶
し
て
相
ひ
聚
ま
り

三
四
依
古
柳

三
四

古
柳
に
依
る

負
薪
出
深
谷

薪
を
負
ひ
て
深
谷
よ
り
出
で

見
客
喜
且
售

客
を
見
て
喜
び
且
つ
售
る

煮
蔬
爲
夜

�

蔬
を
煮
て
夜

�を
爲
し

安
識
肉
與
酒

安
ん
ぞ
肉
と
酒
と
を
識
ら
ん
や

朔
風
吹
茅
屋

朔
風

茅
屋
を
吹
き

破
壁
見
星
斗

破
壁

星
斗
を
見
る

兒
女
自

�
�

兒
女

自
ら

�
�し

亦
足
樂
且
久

亦
た
樂
し
み
且
つ
久
し
く
す
る
に
足
る

人
生
本
無
事

人
生

本
と
無
事
な
る
に

苦
爲
世
味
誘

苦
だ
世
味
の
誘
ふ
と
こ
ろ
と
爲
る

富
貴
耀
吾
前

富
貴

吾
が
前
に
耀
き

貧
賤
獨
難
守

貧
賤

獨
り
守
る
こ
と
難
き
の
み
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誰
知
深
山
子

誰
か
知
ら
ん
深
山
の
子
の

甘
與
麋
鹿
友

麋
鹿
と
友
と
な
る
に
甘
ん
ず
る
を

置
身
落
蠻
荒

置
身
蠻
荒
に
落
つ
る
も

生
意
不
自
陋

生
意
自
ら
陋
な
ら
ず

今
予
獨
何
者

今
予
獨
り
何
者
な
る
の
み

汲
汲
強
奔
走

汲
汲
と
し
て
強
ひ
て
奔
走
す

日
没
と
と
も
に
生
じ
る
赤
い
霧
の
中
、
停
泊
し
た
船
を
目
当
て
に
、
薪
を
売
り
つ
け

よ
う
と
居
住
民
が
集
ま
っ
て
く
る
。
彼
ら
は
肉
や
酒
の
な
い
野
菜
ば
か
り
の
食
事
を

と
り
、
北
風
が
吹
き
込
む
粗
末
な
か
や
ぶ
き
の
家
に
住
ん
で
い
る
。
詩
の
前
半
で
は
、

「
蠻
荒
」、
つ
ま
り
野
蛮
な
未
開
の
土
地
の
居
住
民
た
ち
の
貧
し
い
生
活
が
観
察
さ
れ

描
写
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
記
述
の
内
容
は
、
彼
ら
に
対
す
る
蘇
軾
の
視
線
が
、

当
時
の
漢
族
の
知
識
人
が
一
般
的
に
持
っ
て
い
た
違
和
感
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
同
様
の
視
点
は
、
蘇
轍
「
過
宜
賓
見
夷
中
亂
山
」
詩
（
欒
城
集
巻
一
）
に
も
、

「
江
流
日
益
深
、
民
語
漸
已
變
。
岸
闊
山
盡
平
、
連
峯
遠
非
漢
。
」
（
江
流

日
び
に

益
ま
す
深
く
、
民
語
漸
く
已
に
變
ず
。
岸
は
闊
く
山
は
盡
く
平
ら
か
に
し
て
、

連
峯
遠
く
し
て
漢
に
非
ず
。
）
と
表
現
さ
れ
、
同
じ
題
の
蘇
軾
の
詩
「
過
宜
賓
見
夷

牢
亂
山
」（
合
註
巻
一
「
牢
」
字
下
に
、「
諸
刻
皆
作
中
、
査
云
譌
。」（
諸
刻
は
皆

な
中
に
作
る
、
査
は
譌
な
り
と
云
ふ
。）
と
註
す
。）
で
も
、
後
半
部
に
お
い
て
、

蠻
荒
誰
復
愛

蠻
荒
誰
か
復
た
愛
さ
ん

�秀
安
可
適

�秀
安
ん
ぞ
適
す
べ
し

豈
無
避
世
士

豈
に
世
を
避
く
る
士
無
か
ら
ん
や

高
隱
錬
精
魄

高
隱
し
て
精
魄
を
錬
る

誰
能
從
之
游

誰
か
能
く
之
に
從
ひ
て
游
ば
ん

路
有
豺
虎
跡

路
に
豺
虎
の
跡
有
り

と
、
こ
の
野
蛮
な
未
開
の
土
地
に
は
、
花
盛
り
の
時
期
で
あ
っ
て
も
心
地
よ
さ
を
感

じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
地
に
世
を
逃
れ
て
隠
棲
す
る
す
ぐ
れ

た
人
物
が
い
た
と
し
て
も
、
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
古
い
時
代
か

ら
一
般
的
に
中
国
の
知
識
人
は
、
漢
族
の
伝
統
的
文
化
に
文
明
と
し
て
の
価
値
を
認

め
、
そ
の
他
を
野
蛮
な
も
の
と
見
な
す
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
詩
の
表
現
も
そ
の

よ
う
な
価
値
観
の
反
映
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る

蘇
軾
の
「
夜
泊
牛
口
」
詩
は
、
そ
の
よ
う
な
違
和
感
を
述
べ
る
こ
と
の
み
に
終
始
し

て
い
な
い
。
詩
の
後
半
部
で
無
邪
気
に
か
た
こ
と
を
話
す
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
捉
え

た
と
こ

ろ
か
ら
見

方
は

変
化
し
、
詩
の
末

尾
部

分
で
は
、
「

南
方
の
野
蛮
な
未
開
の

土
地
に
身
を
落
と
し
て
も
、
生
き
生
き
と
し
た
心
で
い
る
こ
と
は
そ
れ
自
体
、
品
性

の
卑
し
い
も
の
で
は
な
い
。」
と
い
う
結
論
に
至
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
作
者
が
、「

富

貴
は

私
の
前
で

耀
い
て
い
る
、
貧

賤
を

守
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
難
し
い
。
」
と
述
べ

る
の
は
、
当
時
の
彼
が
進
士
及
第
を
果
た
し
、
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
官
界
に
飛
び
出

そ
う
と
い
う
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
彼
の

自
負
や
、
あ
る
い
は
、
自
分
が
成
功
を
約
束
さ
れ
た
立
場
に
あ
る
と
捉
え
て
い
た
こ

と
を

示
し
て
い
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
彼
は
、
「
人
生
と
は

本
来
何
事
も
な
い
も
の
で

あ
る
の
に
、
世
の
中
の
う
ま
味
に
ひ

ど
く
誘
わ
れ
」
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
自
問

し
、
さ
ら
に
「

休
む
こ
と
も
な
く
無

理
や
り
奔
走
し
て
い
」
く
自

分
に
対
し
て
、

「
今
、
わ
た
し
は
い
っ
た
い
何
者
な
の

だ
ろ
う
か
」
と

考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

彼
ら
か
ら
見
れ
ば
文
化
的
な
ら
ざ
る
当
地
の
居
住
民
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
と
対
峙

す
る
こ
と
が
、
違
和
感
や
優
越
感
を
掻
き
立
て
る
の
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
現
在
お

よ
び
今
後
の
自
分
の
あ
り
方
を
振
り
返
り
、
あ
る
べ
き
生
き
方
を
自
問
す
る
契
機
と

し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
自
分
の
あ
り
方
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
葛
藤
や
不
安
は
、

作
者
が
こ
れ
か
ら
人
生
の
旅
に
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
若
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
表

出
さ
れ
や
す
い
も
の
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
例
と
し
て
戎
州
で
制
作
さ
れ
た
幾
篇
か
の
詩
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
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が
、
既
に
見
た
よ
う
に
嘉
州
か
ら
峽
州
に
至
る
各
地
は
同
じ
よ
う
な
異
民
族
居
住
あ

る
い
は
混
住
地
域
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
各
地
を
航
行
中
の
蘇
軾
は
、
当
地
の
居
住
民

の
風
俗
や
置
か
れ
た
状
況
と
対
比
し
て
、
自
分
の
置
か
れ
た
立
場
や
生
き
方
に
つ
い

て
の
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
葛
藤
を
別
の
角
度
か
ら

表
現
し
た
も
の
と
し
て
、
次
の
「
舟
中
聽
大
人
彈
琴
」
詩
（
舟
中
大
人
の
琴
を
彈

ず
る
を
聽
く
（
合
註
巻
一
））
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

彈
琴
江
浦
夜
漏
永

琴
を
江
浦
に
彈
ず
る
に
夜
漏
永
し

歛
袵
竊
聽
獨
激
昂

袵
を
歛
め
て
竊
か
に
聽
く
に
獨
り
激
昂
す
る
の
み

風
松
瀑
布
已
清
絶

風
松
瀑
布
已
に
清
絶
に
し
て

更
愛
玉
珮
聲
琅

�

更
に
愛
す
玉
珮
の
聲
の
琅

�た
る
を

自
從
鄭
衞
亂
雅
樂

鄭
衞
雅
樂
を
亂
せ
し
よ
り

古
器
殘
缺
世
已
忘

古
器
殘
缺
し
世
は
已
に
忘
る

千
家
寥
落
獨
琴
在

千
家
寥
落
し
て
獨
り
琴
の
み
在
り

有
如
老
仙
不
死
閲
興
亡

老
仙
の
死
な
ず
し
て
興
亡
を
閲
す
る
が
如
き
有
り

世
人
不
容
獨
反
古

世
人
容
れ
ず
し
て
獨
り
古
に
反
き

強
以
新
曲
求
鏗
鏘

強
ひ
て
新
曲
を
以
て
鏗
鏘
を
求
む
る
の
み

微
音
淡
弄
忽
變
轉

微
音
淡
弄
す
る
に
忽
ち
變
轉
し

數
聲
浮
脆
如
笙
簧

數
聲
浮
脆
し
て
笙
簧
の
如
し

無
情
枯
木
今
尚
爾

無
情
の
枯
木
今
尚
ほ
爾
り

何
況
古
意
墮
渺
茫

何
ぞ
況
や
古
意
の
渺
茫
に
墮
つ
る
を
や

江
空
月
出
人
響
絶

江
空
月
出
で
人
響
絶
え

夜
闌
更
請
彈
文
王

夜
闌
に
し
て
更
に
文
王
を
彈
ず
る
請
ふ

編
年
体
の
諸
注
は
、
こ
の
詩
を
「
戎
州
」
詩
と
「
泊
南
牛
口
期
任
遵
聖
長
官
、
到

晩
不
及
見
、
復
來
」
詩
の
間
に
掲
げ
て
お
り
、
戎
州
か
ら
瀘
州
南
井
口
に
か
け
て

（
現
四
川
省
宜
賓
市
か
ら
瀘
州
市
に
か
け
て
）
の
異
民
族
居
住
地
帯
を
航
行
中
の
あ

る
夜
、
停
泊
地
の
水
辺
で
蘇
洵
が
琴
を
弾
じ
た
こ
と
に
際
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
襟
を
正
し
て
傾
聴
す
る
と
、
風
に
吹
か
れ
る
松
や

滝
の
よ
う
に
清
絶
で
あ
り
、
か
つ
帯
び
玉
が
触
れ
合
う
よ
う
に
繊
細
な
音
に
、
心
を

激
し
く
動
か
さ
れ
る
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
琴
の
音
楽
お

よ
び
演
奏
が
、
中
国
に
お
い
て
は
古
代
か
ら
知
識
人
の
嗜
む
に
ふ
さ
わ
し
い
正
統
な

も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
儒
家
の
一
般
的
な
認
識
に

従
い
、
古
代
の
正
統
の
音
楽
が
鄭
や
衞
に
よ
っ
て
乱
さ
れ
た
後
は
、
古
の
良
き
楽
器

も
楽
曲
も
失
わ
れ
世
の
中
か
ら
は
も
う
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い
、
今
で
は
堕
落
し
た
状

態
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
現
状
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
よ
き
正
統
の
継

承
を
意
識
に
上
ら
せ
る
た
め
に
、
末
尾
で
、
父
―
儒
家
的
正
統
の
継
承
者
と
目
さ
れ

て
い
る
―
に
、
古
代
の
正
統
を
継
承
す
る
曲
と
考
え
ら
れ
る
「
文
王
」
の
、
さ
ら
な

る
演
奏
が
依
頼
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
辺

境
の
異
民
族
居
住
地
帯
を
航
行
中
に
制
作
さ
れ
た
蘇
軾

の
詩
の
中
で
は
、
目
に
し
た
風
俗
へ
の
違
和
感
と
、
そ
こ
か
ら
触
発
さ
れ
た
自
分
自

身
の
あ
り
方
に
対
す
る
葛
藤
が
吐
露
さ
れ
て
い
た
。
諸
テ
ク
ス
ト
・
注
釈
が
考
証
す

る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
作
品
と
ほ
ぼ
同
時
に
こ
の
詩
が
制
作
さ
れ
た
と
す
る
な
ら

ば
、
琴
を
そ
の
象
徴
的
な
対
象
と
し
て
知
識
人
の
正
統
の
継
承
に
つ
い
て
考
え
る
こ

の
詩
は
、
彼
等
が
辺
境
地
帯
の
文
明
的
な
ら
ざ
る
風
物
を
目
に
し
て
得
た
違
和
感
や

葛
藤
の
な
か
で
、
一
層
、
正
統
な
文
化
の
継
承
者
で
あ
る
、
知
識
人
と
し
て
の
自
己

の
あ
り
方
を
確
認
し
て
い
る
、
と
い
う
状
況
を
示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に

�州
（
現
四
川
省

奉
節

縣
）
・

歸
州
（
現

湖
北
省

�歸
縣
）
に
至
る
と
、

彼
等
を
乗
せ
た
船
は
、
い
よ
い
よ
長
江
航
行
最
大
の
難
所
で
あ
る
三
峽
（
瞿
塘
峽
・

巫
峽
・
西
陵
峽
）
を
通
る
こ
と
に
な
る
。
蘇
軾
が

�州
・
歸
州
で
制
作
し
た
作
品
は
、

「
八
陣
磧
」（
合
註
巻
一
以
下
同
）・「
諸
葛
鹽
井
」・「

白
帝
廟
」・「
永
安
宮
」・「

過

木
櫪
觀
」・「

入
峽
」・「

巫
山
」・「

巫
山
廟
上
下
數
十
里
有
烏
鳶
無
數
、
取
食
於
行
舟
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之
上
、
舟
人
以
神
之
故
亦
不
敢
害
」・「
神
女
廟
」・「
過
巴
東
縣
不
泊
、
聞
頗
有

�公

遺
蹟
」
・
「
昭
君
村
」
・
「
新
灘
」
・
「
新
灘
阻
風
」
の
諸
詩
、
な
ら
び
に
「

�
�堆

賦
」

（
東
坡
集
巻
十
九
）・「
屈
原
廟
賦
」（
同
）
で
あ
り
、
蘇
轍
に
、「
八
陣
磧
」（
欒
城
集

巻
一
以
下
同
）・「
入
峽
」・「

�
�堆

」・「
巫
山
廟
」・「
巫
山
廟
烏
」
詩
、
な
ら
び

に
「
巫
山
賦
」
・
「
屈
原
廟
賦
」
（
欒
城
集
巻
十
七
）
が
、
蘇
洵
に
「
題
白
帝
廟
」

（
嘉
祐
集
箋
註
佚
詩
以
下
同
）・「
神
女
廟
」・「
過
木
櫪
觀
」
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
で
は
、
長
編
の
古
詩
や
賦
が
多
く
作
ら
れ
て
い
る
が
、
航
行
最
大
の
難
所

と
さ
れ
て
き
た
峽
谷
と
、
そ
れ
を
差
し
挟
む
急
峻
な
山
々
、
さ
ら
に
は
そ
の
中
に
点

在
す
る
旧
跡
を
い
か
に
描
く
か
が
、
そ
れ
ら
の
主
眼
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な

風
俗
へ
の
違
和
感
に
対
す
る
葛
藤
は
余
り
表
現
さ
れ
な
く
な
る
。
な
お
、
こ
の
峡
谷

地
帯
で
蘇
軾
・
蘇
轍
が
何
度
か
賦
の
形
式
を
用
い
て
い
る
の
は
、
屈
原
な
ら
び
に

『
楚
辭
』
の
伝
統
を
意
識
す
る
か
ら
だ
ろ
う
。
紙
幅
の
限
り
も
あ
り
、
本
稿
で
は
こ

れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
控
え
る
が
、
一
点
だ
け
挙
げ
る
な

ら
ば
、
瞿
塘
峽
の
入
り
口
の
江
中
に
あ
る
巨
大
な
岩
盤
で
あ
る

�
�堆

を
、
そ
れ
に

衝
突
す
る
水
に
焦
点
を
絞
っ
て
描
く
な
ど
、
従
来
の
詩
文
が
取
り
上
げ
る
こ
と
の
少

な
か
っ
た
題
材
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
「
傚
歐
陽
體
」
詩

こ
の
『
南
行
集
』
の
な
か
で
、
蘇
軾
は
先
人
の
詩
体
を
模
倣
す
る
詩
を
一
首
だ
け

制
作
し
て
い
る
。
『
南
行
集
』
が
、
習
作
期
の
作
品
を
集
め
た
も
の
な
ら
ば
、
他
に

も
何
人
か
の
先
人
の
ス
タ
イ
ル
に
学
び
模
倣
す
る
作
品
が
残
さ
れ
て
い
て
も
よ
さ
そ

う
に
思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
現
代
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
作
品
の
な
か
に
は
、

先
人
の
詩
体
を
模
倣
す
る
作
品
は
こ
れ
の
み
で
あ
る
。

こ
の
詩
は
、
二
十
韻
四
十
句
か
ら
な
る
長
編
の
七
言
古
詩
、
「
江
上
値
雪
、
效
歐

陽
體
、
限
不
以
鹽
玉
鶴
鷺
絮
蝶
飛
舞
之
類
爲
比
、
仍
不
使
皓
白
潔
素
等
字
、
次
子
由

韻
」
詩
（
江
上
に
雪
に
値
ひ
て
、
歐
陽
體
に
效
ひ
、
限
る
に
鹽
玉
鶴
鷺
絮
蝶
飛
舞
の

類
を
以
て
比
と
爲
さ
ず
、
仍
ち
皓
白
潔
素

等
の
字
を
使
は
し
め
ず
、
子
由
の
韻
に
次

す
）
（

合
註
巻
一
）
で
あ
り
、

時
系

列
に
よ
っ
て
作
品
を

配
列
す
る
、

清
・

査
愼
公

註
・
馮
應
榴
註
は
「
仙
都
山
鹿
」
詩
と
「
嚴
顔
碑
」
詩
の
間
に
、
ま
た
王
文
誥
註
は
、

「
仙

都
山

鹿
」
詩
と
「
屈
原

塔
」
詩
の

間
に

配
列
し
、
い

ず
れ
も

三
峽
に
入
る

前
の

忠
州
（
現
四
川
省
忠
縣
）
で
の
作
と
し
て
い
る
。

詩
題
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
は
蘇
轍
（
字
子
由
）
の
原
作
に
唱
和
し

た
も
の
だ
が
、
そ
の
詩
は
す
で
に
佚
し
、
現
在
の
『
欒
城
集
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い

な
い
。
な
お
、

査
愼
公
註
に
よ
れ
ば
、
蘇
轍
「

次
韻

子
瞻

病
中
大
雪
」
（
欒
城
集
巻

一
）
の
、
「

空
（
「

貨
」
に
作
る
が
、

別
本
に
よ
り

改
め
る
。
）

記
乘
峽

船
、
行
意

被

摧

�。

�濛
覆
洲
渚
、
冷
冽
光
照
坐
。
我

唱
君
實
酬
、
馳
騁
不
遑
臥
。」（

空
し
く
記

ゆ
峽
船
に
乘
り
て
、
行
意

摧

�せ
ら
る
る
を
。

�濛
と
し
て
洲
渚
を
覆
ひ
、
冷

冽
と
し
て

光
坐
を
照
ら
す
。
我

唱
ひ
君

實
に
酬
い
、
馳
騁
し
て
臥
す
に

遑
あ
ら

ず
。
）
は
、
こ
の

時
の

応
酬
に
言

及
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
長
編
の
作

品
な
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
冒
頭
の
一
部
の
み
を
次
に
示
す
。

縮
頸
夜
眠
如
凍
龜

頸
を
縮
め
て
夜
眠
り
凍
れ
る
龜
の
如
し

雪
來
惟
有
客
先
知

雪
ふ
り
來
た
る
に
惟
だ
客
の
先
づ
知
る
有
る
の
み

江
邊
曉
起
浩
無
際

江
邊
曉
に
起
く
る
に
浩
く
し
て
際
無
く

樹
杪
風
多
寒
更
吹

樹
杪
風
多
く
し
て
寒
は
更
に
吹
く

青
山
有
似
少
年
子

青
山
少
年

子
に
似
た
る
有
り

一
夕
變
盡
滄
浪
髭

一
夕
に
し
て
變
は
り
盡
く
す

滄
浪
の
髭

方
知
陽
氣
在
流
水

方
に
陽
氣
の

流
水
に
在
る
を
知
り

沙
上
盈
尺
江
無

�

沙
上

尺
を

盈
た
し
て
江
に

�無
し

題
一
句
で
は
ま
ず
、
頸
を
縮
め
て
夜
眠
る
の
は
凍
り
つ
い
た
亀
の
よ
う
だ
と
、
寒
さ
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に
縮
こ
ま
っ
て
眠
る
自
分
を
い
さ
か
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
き
、
続
い
て
、
旅
人
と
し

て
眺
め
る
雪
の
朝
の
情
景
を
描
い
て
い
る
。
少
年
の
よ
う
だ
っ
た
青
い
山
は
、
一
晩

で
真
っ
白
な
ひ
げ
を
蓄
え
た
姿
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
長
江
の
水
の

中
に
は
、
も
う
春
の
陽
の
氣
が
流
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
示
し
た
詩
の

表
現
は
、
寒
い
雪
の
朝
の
情
景
を
描
い
て
、
そ
こ
に
何
か
ほ
の
温
か
さ
を
感
じ
さ
せ

る
よ
う
だ
。
詩
題
が
示
し
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
詩
の
眼
目
は
、
詠
「
雪
」
詩
の
常

套
で
あ
る
、
「
鹽
玉
鶴
鷺
絮
蝶
飛
舞
」
ま
た
「
皓
白
潔
素
」
と
い
っ
た
文
字
を
用
い

た
定
型
の
発
想
や
表
現
か
ら
脱
し
た
、
新
し
い
表
現
を
模
索
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、

こ
こ
に
挙
げ
た
詩
句
の
表
現
だ
け
見
て
も
、
作
者
自
身
の
感
覚
を
働
か
せ
、
身
の
回

り
の
情
景
に
取
材
し
た
、
独
自
性
の
あ
る
表
現
を
試
み
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
。こ
の
詩
の
原
作
と
な
っ
た
歐
陽
脩
「
雪
」
詩
（
居
士
外
集
巻
四
四
部
叢
刊
本
）

は
、
十
四
韻
二
十
八
句
か
ら
な
る
七
言
古
詩
で
あ
り
、
雪
を
詠
じ
た
詠
物
詩
で
あ
る
。

次
に
そ
の
冒
頭
部
分
を
挙
げ
よ
う
。

新
陽
力
微
初
破
萼

新
陽
力
微
か
に
し
て
初
め
て
萼
を
破
り

客
陰
用
壯
猶
相
薄

客
陰
用
ふ
る
こ
と
壯
ん
に
し
て
猶
ほ
相
ひ
薄
る

朝
寒
稜
稜
風
莫
犯

朝
寒
稜
稜
と
し
て
風
の
犯
す
莫
く

暮
雪

�
�止

還
作

暮
雪

�
�と

し
て
止
み
て
還
た
作
る

驅
馳
風
雲
初
慘
淡

風
雲
を
驅
馳
し
て
初
め
慘
淡
た
り

炫
晃
山
川
漸
開
廓

山
川
を
炫
晃
し
て
漸
く
開
廓
た
り

光
芒
可
愛
初
日
照

光
芒
愛
す
べ
し
初
日
の
照
る
を

潤
澤
終
爲
和
氣
爍

潤
澤
終
に
和
氣
の
爍
た
る
を
爲
す

題
下
に
付
さ
れ
た
自
註
に
、
「
時
在
潁
州
作
。
玉
月
梨
梅
練
白
絮
舞
鵞
鶴
銀
等
事
、

皆
請
勿
用
。」（
時
に
潁
州
に
在
り
て
作
る
。
玉
月
梨
梅
練
絮
白
舞
鵞
鶴
銀
等
の
事
、

皆
用
ひ
ざ
る
を
請
ふ
。
）
と
あ
り
、
知
潁
州
で
あ
っ
た
皇
祐
二
年
（
一
〇
五
〇
）
の

作
で
あ
る
こ
と
と
、
先
に
蘇
軾
の
詩
題
に
、
「
效
歐
陽
體
、
限
不
以
鹽
玉
鶴
鷺
絮
蝶

飛
舞
之
類
爲
比
、
仍
不
使
皓
白
潔
素
等
字
、
」
と
あ
っ
た
の
が
、
具
体
的
に
は
歐
陽

脩
の
こ
の
詩
の
指
定
し
た
規
定
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

歐
陽
脩
の
詩
の
末
尾
部
分
に
は
、
「
潁
雖
陋
邦
文
士
衆
、
巨

筆
人
人

把
矛

槊
。
自

非

我
爲
發
其
端
、
凍
口
何
由
開
一

�。」（
潁
は
陋
邦
と
雖
も
文
士
衆
く
、
巨
筆
人
人

矛
槊
を
把
む
。
自
ら

我
爲
に
其
の
端
を
發
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
凍
口
何
に

由
り
て
か
一

�を
開
か
ん
。
）
と
あ
り
、
潁
州
の

宴
席
な

ど
の

場
で

制
作
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
詩
は
、

対
象
と
な
る
物
の

名
、
「
雪
」
字
を
二
回
使
用
し
て

お
り
（
蘇
軾
の

詩
は
一
回
の
み
使
用
。）、
そ
の
点
に
お
い
て
は
、
一
般
的
な
詠
物
詩
の
作
法
か
ら
逸

脱
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
用
字
を
規
定
し
た
の
は
、
雪
の
描
写
に
習
用

さ
れ
る
語
の
使
用
を
禁
じ
、
新
し
い
と
ら
え
方
や
表
現
の
仕
方
の
ア
イ
デ
ア
を
求
め

よ
う
と
す
る
意
図
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
蘇
軾
の
「
江
上
値

雪
」
詩
が
模
倣
す
る
の
は
こ
の
よ
う
な
新
奇
な
ア
イ
デ
ア
を
用
い
た
表
現
を
試
み
る

こ
と
で
あ
る
が
、
歐
陽
脩
が
こ
の
よ
う
な
規
定
を
掲
げ
た
詩
を
多
作
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
蘇
軾
詩
の
言
う
「
歐
陽
體
」
は
、
歐
陽
脩
に
固
有
の
詩
体
と
い
う

意
味
で
は
な
く
、
歐
陽
脩
の
用
い
て
い
る
方
法
・
ス
タ
イ
ル
ほ
ど
の
意
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
な

お
、
蘇
軾
に
は
、

同
様
の
趣
向
で

制
作
し
た
「
聚
星
堂
雪
」
詩

（
東
坡
後
集
巻
一

『
蘇
詩
佚
注
』
影
印

一
九
六
五
年

所
収
本
）
が
あ
る
が
、

そ
の
叙
に
は
、
制
作
の
経
緯
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

元
祐
六
年
十
一
月
一
日
、

�雨
張
龍
公
、
得
小
雪
、
與
客
會
飲
聚
星
堂
。
忽
憶

歐
陽
文
忠
公
作
守
時
、
雪
中
約
客
賦
詩
、
禁
體
物
語
、
於
艱
難
中
特
出
奇
麗
。

爾
來
四
十
餘
年
、
莫
有
繼
者
。
僕
以
老
門
生
繼
公
後
、
雖
不
足
追
配
先
生
、
而

賓
客
之
美
、
殆
不
減
當
時
、
公
之
二
子
、
又
適
在
郡
、
故
輒
擧
前
令
、
各
賦
一

篇
。
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元
祐
六
年
十
一
月
一
日
、
雨
を
張
龍
公
に

�り
て
、
小
雪
を
得
、
客
と
與
に
聚

星
堂
に
會
飲
す
。
忽
ち
歐
陽
文
忠
公
の
守
と
作
れ
る
時
、
雪
中
に
客
と
詩
を
賦

す
を
約
し
、
體
物
の
語
を
禁
じ
、
艱
難
中
に
於
い
て
特
に
奇
麗
を
出
だ
す
。
爾

來
四
十
餘
年
、
繼
ぐ
者
有
る
莫
し
。
僕
老
門
生
な
る
を
以
て
公
の
後
を
繼
ぎ
、

先
生
に
追
配
す
る
に
足
ら
ざ
る
と
雖
も
、
而
る
に
賓
客
の
美
は
、
殆
ん
ど
當
時

に
減
ぜ
ず
、
公
の
二
子
、
又
た
適
た
ま
郡
に
在
り
、
故
に
輒
ち
前
令
を
擧
げ
、

各
お
の
一
篇
を
賦
す
。

こ
の
引
か
ら
は
、
こ
の
時
、
潁
州
（
現
安
徽
省
阜
陽
縣
）
と
い
う
場
所
が
ら
と
、
歐

陽
脩
の
息
子
が
座
中
に
い
る
と
い
う
こ
と
に
よ
り
、
特
に
歐
陽
脩
の
方
法
を
模
倣
し

た
作
詩
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
歐
陽
脩
「
雪
」
詩
の
作
詩
法
に
つ
い

て
は
、「
爾
來
四
十
餘
年
、
莫
有
繼
者
。」
と
記
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
作
詩
法
が
、

「
歐
陽
體
」
と
し
て
一
般
的
に
認
知
さ
れ
継
承
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

し
か
し
蘇
軾
が
こ
の
よ
う
な
作
詩
法
を
歐
陽
脩
に
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
認
識
す

る
の
に
は
、
他
に
理
由
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
歐
陽
脩
『
六
一
詩
話
』（『
歴
代
詩

話
』
中
華
書
局
一
九
八
一
年
所
収
本
）
中
で
は
、
宋
初
の
詩
僧
た
ち
の
千
篇

一
律
の
詩
風
を
批
判
し
、
彼
ら
と
許
洞
と
の
逸
話
と
し
て
、

因
會
諸
詩
僧
、
分
題
出
一
紙
、
約
曰
、「
不
得
犯
此
一
字
。」
其
字
乃
山
・
水
・

風
・
雲
・
竹
・
石
・
花
・
草
・
雪
・
霜
・
星
・
月
・
禽
・
鳥
之
類
、
于
是
諸
僧

皆
閣
筆
。

諸
詩
僧
と
會
す
る
に
因
り
て
、
題
を
分
か
ち
一
紙
を
出
し
、
約
し
て
曰
く
、

「
此
の
一
字
を
犯
す
を
得
ざ
れ
」
と
。
其
の
字
は
乃
ち
山
・
水
・
風
・
雲
・
竹
・

石
・
花
・
草
・
雪
・
霜
・
星
・
月
・
禽
・
鳥
の
類
な
り
、
是
に
于
い
て
諸
僧
は

皆
な
筆
を
閣
す
。

と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
は
「
雪
」
詩
の
作
詩
法
と
同
種
の
発
想
に
よ
る
も
の
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
張
志
烈
・
馬
德
富
・
周
裕

�氏
主
編

『
蘇
軾
全
集
校
注
』
（
河
北
人
民
出
版
社

二
〇
一
〇
年
）
詩
集
校
注
巻
一
の
蘇
軾

「
江
上
値
雪
…
」
詩
の
附
録
で
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

若
年
で

あ
っ
た
蘇
軾
と
蘇

轍
が
、
彼
等
の
座
主
（
進
士
及
第
し
た
禮
部
貢
挙
の
主
任
官
）
で
あ
る
歐
陽
脩
の
志

向
す
る
詩
風
の
特
色
と
し
て
、
対
象
の
と
ら
え
方
、
表
現
の
仕
方
の
斬
新
さ
新
奇
さ

を
追
求
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

四
峽
州
で
の
詩
作

よ
う
や
く
峽
谷
か
ら
脱
し
た
一
行
は
、

峽
州
（
現
湖
北
省
宜
昌
市
周
辺
）
の
域
内

に
入
る
。
蘇
軾
が
こ
の

地
で

制
作
し
た
詩
の
う
ち

伝
わ

っ
て
い
る
も
の
は
、
「

黄
牛

廟
」（

合
註
巻
一
以
下
同
）・「

蝦
蟆
培
」・「
出
峽
」・「

遊
三
游
洞
」・「

游
洞
之
日
、

有
亭
吏
乞
詩
、
既
爲
留
三
絶
句
於
洞
之
石
壁
、
明
日
至
峽
州
、
吏
又
至
、
意
若
未
足
、

乃
復
以
此
詩
授
之
」・「

寄
題
清
溪
寺
」・「

留
題
峽
州
甘
泉
寺
」・「

夷
陵
縣
歐
陽
永
叔

至
喜
堂
」
の
諸
詩
で
あ
り
、
蘇
洵
に
は
「
題
三
游
洞
石
壁
」
詩
（
嘉
祐
集
箋
註
佚
詩
）

が
、
ま
た
蘇
轍
に
は
、「

三
遊
洞
」
詩
（

欒
城
集
巻
一
）・「

寄
題
清
溪
寺
」
詩
（
同
）

が
あ
る
。

蘇
軾
が
当
地
で
詩
を
寄
せ
た
対
象
は
、

黄
牛
廟
・
蝦
蟆
培
・
三
游
洞
・
清
溪
寺
・

峽
州
甘
泉
寺
・
夷
陵
縣
歐
陽
永
叔
至
喜
堂
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
彼
自
身

の
自
由
な
関
心
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。
至
喜
堂
に
寄
せ
た

詩
の
題
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
峽
州
は
、
か
つ
て
歐
陽
脩
が
、
范
仲

淹
の
罷
免
に
反
対
し
て
高
若
訥
に
意
見
書
を
提
出
し

左
遷
さ
れ
た
土
地
で
あ
る
。
彼

は
、
景
祐
三
年
（
一
〇
三
六
）
十
月
に
着
任
し
、
翌
年
の
十
二
月
に
光
化
軍
乾
徳
縣

（
現

湖
北
省

均
縣

東
南
）
令
に

移
さ
れ
る
ま
で
の
一
年

余
り
の

間
、
こ
の

地
に

滞
在

し
た
。
先
に
挙
げ
た
蘇
軾
が
こ
の
地
で
詩
を
寄
せ
た
対
象
は
、
当
時
歐
陽
脩
が
詩
を
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寄
せ
た
も
の
と
重
な
っ
て
お
り
、
こ
の
地
で
の
蘇
軾
の
作
詩
が
、
歐
陽
脩
の
作
品
を

多
分
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
歐
陽
脩
「
三
遊
洞
」
詩
（
居
士
集
巻
一
四
部
叢
刊
本
）
の
題
下
に
は
、

次
の
よ
う
な
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
（
大
部
分
が
項
目
を
羅
列
す
る
部
分
な
の
で
、

訓
読
文
は
省
く
。）

一
本
作
「
夷
陵
九
詠
」。
一
「
三
游
洞
」、
二
「
下
牢
溪
」、
三
「
蝦
蟇
碚
」、
四

「
勞
停
驛
」、
五
「
龍
溪
」、
六
「
黄
溪
夜
泊
」、
七
「
黄
牛
峽
祠
」、
八
「
松
門
」、

九
「
下
牢
津
」。『
居
士
集
』
本
、
古
律
各
從
其
類
、
今
從
之
。

こ
の
注
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
「
夷
陵
九
詠
」
と
い
う
連
作
詩
と
し
て
扱
う
テ
ク

ス
ト
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
蘇
軾
詩
の
題
材
の
う
ち
三
游
洞
・
蝦
蟇

培
・
黄
牛
峽
祠
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
現
行
の
『
居
士

集
』
は
、
巻
一
古
詩
に
、「
三
游
洞
」・「
下
牢
溪
」・「
蝦
蟇
碚
」・「
黄
牛
峽
祠
」
を
、

巻
十
律
詩
に
、「
勞
停
驛
」「
龍
溪
」・「
黄
溪
夜
泊
」・「
松
門
」・「
下
牢
津
」
を
そ
れ

ぞ
れ
収
め
て
お
り
、
蘇
軾
が
、
歐
陽
脩
が
古
詩
を
制
作
し
た
題
材
に
詩
を
寄
せ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
「
夷
陵
九
詠
」
に
含
ま
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
蘇
轍
の
唱
和
詩
が
あ
る

「
清
溪
寺
」
詩
を
除
き
、
甘
泉
寺
に
つ
い
て
は
歐
陽
脩
に
も
「
和
丁
寶
臣
遊
甘
泉
寺
」

詩
（
居
士
集
巻
一
）
が
あ
り
、
ま
た
至
喜
堂
に
つ
い
て
は
、
歐
陽
脩
に
「
夷
陵
縣
至

喜
堂
記
」
（
同
巻
三
十
九
）
と
「
至
喜
堂
北
軒
手
植
楠
木
呈
元
珍
表
臣
」
詩
（
同
巻

十
一
）
が
あ
る
。

次
に
、
蘇
軾
の
こ
れ
ら
の
作
品
が
歐
陽
脩
の
作
品
や
そ
の
表
現
を
ど
の
よ
う
に
意

識
し
て
詩
を
制
作
し
て
い
る
の
か
を
、
「
蝦
蟆
培
」
詩
を
例
と
し
て
検
討
し
た
い
。

蝦
蟆
培
（「
培
」
は
一
に
「
碚
」・「
背
」
に
作
る
。）
に
つ
い
て
は
、
南
宋
期
の
祝
穆

撰
・
祝
洙
増
訂
『
新
編
方
輿
勝
覽
』
巻
二
十
九
峽
州
（
中
華
書
局
中
國
古
代
地
理

總
志
叢
刊

施
和
金
點
校

二
〇
〇
三
年
）
【
山
川
】
蝦
蟆
碚
に
、
「
在
夷
陵
縣
之

南
。
凡
出
蜀
者
、
必
酌
水
以

�茗
。
陸
羽
第
其
品
爲
第
四
。」（
夷
陵
縣
の
南
に
在
り
。

凡
そ
蜀
よ
り
出
づ
る
者
、
必
ず
水
を
酌
み
て
以
て
茗
を

�す
。
陸
羽
其
の
品
を
第

し
て
第
四
と
爲
す
。）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

蟇
背
似
覆
盂

蟇
背
は
覆
へ
る
盂
の
似
く

蟇
頤
似
偃
月

蟇
頤
は
偃
月
の
似
し

謂
是
月
中
蟇

謂
へ
ら
く
是
れ
月
中
の
蟇
に
し
て

開
口
吐
月
液

口
を
開
き
て
月
液
を
吐
く
と

根
源
來
甚
遠

根
源
來
た
る
こ
と
甚
だ
遠
く

百
尺
蒼
崖
裂

百
尺
蒼
崖
裂
す

當
時
龍
破
山

當
時
龍
山
を
破
り

此
水
隨
龍
出

此
水
龍
に
隨
ひ
て
出
づ

入
江
江
水
濁

江
に
入
り
て
江
水
濁
り

猶
作
深
碧
色

猶
ほ
深
碧
の
色
を
作
す

稟
受
苦
潔
清

稟
受

苦
だ
潔
清
に
し
て

獨
與
凡
水
隔

獨
り
凡
水
と
隔
つ
の
み

豈
惟
煮
茶
好

豈
に
惟
だ
茶
を
煮
る
に
好
き
の
み
な
ら
ん
や

釀
酒
應
無
敵

酒
を
釀
す
に

應
に
敵
無
か
る
べ
し

蘇
軾
「
蝦
蟇
培
」
詩
（
合
註
巻
一
）

石
溜
吐
陰
崖

石
溜

陰
崖
よ
り
吐
き

泉
聲
滿
空
谷

泉
聲

空
谷
を
滿
た
す

能
邀
弄
泉
客

能
く
弄
泉
の
客
を
邀
へ

繋
舸
留
巌
腹

舸
を
繋
ぎ
て
巌
腹
に
留
む

陰
精
分
月
窟

陰
精
月
窟
を
分
か
ち

水
味
標
茶
録

水
味

茶
録
に
標
さ
る
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共
約
試
春
芽

共
に
約
す
春
芽
を
試
み
ん
と

槍
旗
幾
時
緑

槍
旗
幾
時
か
緑
な
ら
ん

歐
陽
脩
「
蝦
蟇
碚
」
詩
（
居
士
集
巻
一
）

歐
陽
脩
の
詩
で
は
、
前
半
で
水
音
が
訪
問
者
を
ひ
き
つ
け
る
と
を
言
い
、
さ
ら
に
、

が
ま
蛙
か
ら
連
想
し
て
、
こ
の
水
が
月
の
中
の
岩
穴
か
ら
湧
き
出
た
水
だ
か
ら
こ
そ
、

茶
録
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
だ
と
し
、
春
の
新
茶
を
試
し
て
み
た
い
と
述
べ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
蘇
軾
の
詩
は
、
歐
陽
脩
が
直
接
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
が
ま
蛙
に
似
た

形
態
の
面
白
さ
に
ま
ず
着
目
し
、
そ
こ
か
ら
月
へ
、
さ
ら
に
歐
陽
脩
も
触
れ
た
月
窟

の
水
へ
と
連
想
を
繋
い
で
い
く
。
末
尾
で
は
や
は
り
水
質
の
良
さ
に
言
及
す
る
が
、

歐
陽
脩
が
言
及
し
た
茶
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
酒
の
醸
造
に
も
好
適
だ
ろ
う
と
対
象

を
よ
り
広
げ
て
お
り
、
詩
の
こ
の
よ
う
な
内
容
か
ら
は
、
蘇
軾
が
歐
陽
脩
の
詩
を
意

識
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
「
蝦
蟇
培
」
詩
を
一
例
と
し
て
挙
げ
た
が
、
峽
州
で
の
蘇
軾
は
、
歐
陽

脩
が
当
地
で
制
作
し
た
詩
文
を
意
識
し
て
詩
作
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
『
南
行
集
』
と
い
う
作
品
集
の
持
つ
ひ
と
つ
の
性
格
を
暗
示
す

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
南
行
集
』
の
持
つ
性
格
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
蘇
軾
が

峽
州
で
歐
陽
脩
ゆ
か
り
の
至
喜
堂
に
寄
せ
た
、
「
夷
陵
縣
歐
陽
永
叔
至
喜
堂
」
詩

（
合
註
巻
一
）
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

夷
陵
雖
小
邑

夷
陵
は
小
邑
な
り
と
雖
も

自
古
控
荊
呉

古
よ
り
荊
呉
に
控
ふ

形
勢
今
無
用

形
勢
今
用
ひ
ら
る
る
無
く

英
雄
久
已
無

英
雄
久
し
く
已
に
無
し

誰
知
有
文
伯

誰
か
知
ら
ん
文
伯
有
り

遠
謫
自
王
都

遠
謫
さ
る
る
こ
と
王
都
よ
り
す
る
を

人
去
年
年
改

人
去
り
て
年
年
改
ま
り

堂
傾
歳
歳
扶

堂
傾
き
て
歳
歳
扶
く

追
思
猶
咎
呂

追
思
す
る
に
猶
ほ
呂
を
咎
し

感
歎
亦
憐
朱

感
歎
し
て
亦
た
朱
を
憐
む

（
自
註
：
時
朱
太
守
爲
公
築
此
堂
。

（
時
に
朱
太
守
公
の
爲
に
此
の
堂
を
築
く
。））

舊
種
孤
楠
老

舊
種
ゑ
し
孤
楠
老
い

新
霜
一
橘
枯

新
た
に
霜
し
て
一
橘
枯
る

清
篇
留
峽
洞

清
篇
峽
洞
に
留
め

醉
墨
寫
邦
圖

醉
墨
邦
圖
に
寫
す
。

（
自
註
：
三
遊
洞
有
詩
。『
夷
陵
圖
』
後
有
公
題
處
。

（
三
遊
洞
に
詩
有
り
。『
夷
陵
圖
』
の
後
に
公
の
題
せ
し
處
有
り
。））

故
老
問
行
客

故
老
行
客
に
問
へ
ら
く

長
官
今
白
鬚

長
官
は
今
白
鬚
な
る
か
と

著
書
多
念
慮

書
を
著
し
て
念
慮
多
く

許
國
減
歡
娯

國
を
許
し
て
歡
娯
を
減
ら
す

寄
語
公
知
否

語
を
寄
す
る
に
公
は
知
る
や
否
や

還
須
數
倒
壺

還
た
須
ら
く
數
し
ば
壺
を
倒
す
べ
し

冒
頭
で
は
、
古
い
時
代
に
は
荊
と
呉
に
控
え
る
要
地
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
重
視

さ
れ
る
こ
と
も
立
派
な
人
物
を
排
出
す
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
夷
陵
に
、
意
外
に
も

当
代
の
最
高
級
の
知
識
人
（
文
伯
）
た
る
歐
陽
脩
が
左
遷
さ
れ
、
当
時
彼
の
た
め
に

建
造
さ
れ
た
至
喜
堂
が
、
彼
が
去
っ
た
後
の
年
月
の
経
過
と
と
も
に
、
現
在
で
は
傾

い
て
修
理
を
要
す
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
の
経
緯
は
、

清
・
査
愼
公
の
題
下
註
が
引
く
歐
陽
脩
「
夷
陵
縣
至
喜
堂
記
」（
居
士
集
巻
三
十
九
）

に
記
さ
れ
る
、

某
有
罪
來
是
邦
、
朱
公
於
某
有
舊
、
且
哀
其
以
罪
而
來
、
爲
至
縣
舎
、
擇
其
廳
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事
之
東
以
作
斯
堂
、
度
爲
疏
絜
高
明
、
而
日
居
之
以
休
其
心
。

某
罪
有
り
て
是
の
邦
に
來
た
る
に
、
朱
公
某
に
於
い
て
舊
有
り
、
且
つ
其

の
罪
を
以
て
來
た
る
を
哀
し
み
、
爲
に
縣
舎
に
至
る
に
、
其
の
廳
事
の
東
を
擇

び
て
以
て
斯
堂
を
作
り
、
度
し
て
疏
絜
高
明
と
爲
し
、
而
し
て
日
び
に
之
に
居

せ
し
め
て
以
て
其
の
心
を
休
ま
し
む
。

等
の
内
容
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
続
く
部
分
で
は
、
か
つ
て
植
え
た
一
本
楠
が
老
木
と
な
り
、
今
年
降
り
た
霜

で
橘
の
一
本
が
枯
れ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
歐
陽
脩
「
縣
舎
不
種
花

惟
栽
楠
木

・
・
・
・

冬
青
茶
竹
之
類
因
戲
書
七
言
四
韻
」
詩
（
居
士
集
巻
十
一
）
ま
た
、
査
愼

公
註
の
指
摘
す
る
「
至
喜
堂
新
開
北
軒
手
植
楠
木

・
・
・
・

兩
株
走
筆
呈
元
珍
表
臣
」
詩
（
同
）

の
詩
題
に
現
れ
る
、
県
舎
や
至
喜
堂
北
軒
に
植
え
ら
れ
た
楠
と
、
歐
陽
脩
「
初
至
夷

陵
答
蘇
子
美
見
寄
」
詩
（
同
）
の
「
野
篁
抽
夏
笋
、
叢
橘 ・

長
春
條
。
未
臘
梅
先
發
、

經
霜
葉
不
凋
。」（
野
篁
夏
笋
を
抽
し
、
叢
橘 ・

春
條
を
長
く
す
。
未
だ
臘
な
ら
ざ

る
に
梅
は
先
づ
發
き
、
霜
を
經
る
も
葉
は
凋
ま
ず
。
）
や
、
清
・
馮
應
榴
註
の
指
摘

す
る
「
戲
答
元
珍
」
詩
（
同
）
の
「
殘
雪
壓
枝
猶
有
橘 ・

、
凍
雷
驚
筍
欲
抽
芽
。」（
殘

雪
枝
を
壓
し
て
猶
ほ
橘 ・

有
り
、
凍
雷
筍
を
驚
か
せ
て
芽
を
抽
せ
ん
と
欲
す
。）

等
に
現
れ
る
橘
を
意
識
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

続
く
部
分
で
は
、
か
の
「
夷
陵
九
詠
」
に
含
ま
れ
る
「
三
遊
洞
」
詩
と
、
『
夷
陵

圖
』
の
後
に
残
る
歐
陽
脩
の
題
跋
に
言
及
し
て
お
り
、
こ
の
詩
の
全
体
が
歐
陽
脩
の

夷
陵
時
代
の
作
品
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
詩
の

末
尾
で
土
地
の
古
老
か
ら
の
歐
陽
脩
の
近
況
を
尋
ね
る
言
葉
を
記
す
の
は
、
こ
の
詩

が
歐
陽
脩
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
の
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま

り
こ
の
詩
は
、
歐
陽
脩
が
在
任
当
時
の
詩
文
に
描
い
て
い
た
様
々
な
も
の
の
現
況
を

報
告
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
こ
の
詩
を
含
む
峽
州
で
蘇
軾
が
制
作
し
た
詩
の
特
色
と
し
て
注
意
す
べ
き

な
の
は
、
そ
れ
ら
が
こ
の
地
を
野
蛮
な
土
地
と
し
て
描
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
で

に
見
た
よ
う
に
、
蘇
軾
は
戎
州
や
忠
州
の
風
俗
を
違
和
感
を
感
じ
さ
せ
る
粗
野
な
も

の
と
し
て
表
現
し
て
お
り
、
『

太
平

寰
宇
記
』
の
記
述
に
よ
れ

ば
峽
州
の
風

俗
も
、

そ
れ
ら
の
土
地
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
歐
陽
脩
の
場
合
は
、
例
え

ば
「
寄
梅

聖
兪
」
詩
（
居
士
集
巻
十
一

題
下
に
「
一
本
注
夷
陵
作
」
と
注
す
。
）

で
は
、
「

楚
俗

歳
時

多
雜

鬼
、

蠻
郷
言

語
不

通
華
。
」
（

楚
俗

歳
時

雜
鬼

多
く
、

蠻
郷

言
語

華
と

通
ぜ
す
。
）
と
、
当
地
の
風

俗
を

中
華
と
言

語
を

通
ぜ

ぬ
「

蠻

郷
」
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
蘇
軾
は
こ
の
峽
州
に
つ
い
て
は
そ
の
風
俗

の
野
蛮
さ
を
目
に
と
め
ず
、
む
し
ろ
こ
の
「
夷
陵
縣
歐
陽
永
叔
至
喜
堂
」
詩
の
冒
頭

で
は
、「
夷
陵
雖
小
邑
、
自
古
控
荊
呉
。」
と
、
当
地
が
古
代
に
は
要
地
で
あ
り
、
そ

の
後
は
低
迷
期
が
続
い
た
の
だ
と
記
し
て
い
た
。
さ
ら
に
こ
こ
に
「
文
伯
」
た
る
歐

陽
脩
が
左
遷
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
層
の
洗
練
が
も
た
ら
さ
れ
た
、
と
も

述
べ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
蘇
軾
が
高
く
褒
め
て
い
る
の
は
、
歐
陽
脩
と
い
う

人
の
、
洗
練
さ
れ
た
文
化
性
で
あ
る
。

『
南

行
集
』
に

収
録
さ
れ
て
い
た
の
が

具
体

的
に
ど
の
作
品
ま
で
な
の
か
を

確
定

す
る
こ
と
は

困
難
だ
が
、
峽
州
で
の
作
品
が
こ
の
集
の
後

半
部
の

多
く
を

占
め
て
い

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
峽
州
で
の
、
歐
陽
脩
を
濃
厚
に
意
識
す
る
そ
れ
ら
諸
々

の
作
品
は
、
こ
の
『

南
行
集
』
全
体
が
、
歐
陽
脩
が
読
む
こ
と
を
想

定
し
て
編
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
す
で
に
見
た

よ
う
に
、「

叙
」
で
展
開
さ
れ
る
文
学
観
が
歐
陽
脩
ら
の
発
想
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
、
「

傚
歐
陽

體
」
詩
を
制
作
し
て
い
る
こ
と
と
も
、

符
合
す
る
だ
ろ
う
。

晩
年

の
歐
陽
脩
が
編
ん
だ
『

六
一
詩

話
』
は
、

蜀
の
人
で
あ
る
蘇
軾
か
ら
、

瀘
州

�井
監

（
現
四

川
省

洪
縣
）
で
購

入
し
た
、
「

西
南
夷

人
」
が
梅

堯
臣
の
「
春
雪
」
詩
を
織
り

込
ん
だ
「

蠻
布

弓
衣
」
を
贈
ら
れ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
こ
の
『

南
行
集
』

も
、
親
子
の
旅
の
報
告
と
し
て
、

彼
に
届
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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